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第 298 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『真摯に熱意を持って継続』 〜 『役割と使命』の遂行 〜 

 

2024 年 12 月 15 日(日)は、『東久留米がん哲学外来・カフェ』(wife が小学校の校長を勤める CAJ:

クリスチャン・アカデミー・イン・ジャパン Christian Academy in Japan)と『読書会』(East Side

カフェ)である(添付)。 

 

『東久留米がん哲学外来・カフェ』は、2008 年からスタートした。 継続の大切さを実感する日々

である。 今回の『東久留米がん哲学外来・カフェ』では初参加の方もおられるとのことである。 

 

『東久留米がん哲学外来・カフェ』の後は、2007 年開始した『読書会』に出席する。 『読書会』

は、内村鑑三(1861-1930)著『代表的日本人』(鈴木範久訳)と新渡戸稲造（1862-1933）著『武士道』

(矢内原忠雄訳）を交互に進めている。 『武士道』(1889 年)＆『代表的日本人』(1908 年)は、共

に英語で書かれているところに、『新渡戸稲造・内村鑑三のスケールの大きさ＝真の国際人』がう

かがい知れよう。 今回の読書会は『武士道』の第 6章『礼』である。 今回の担当の野澤登美子氏

と萩原恵子氏は、徹夜で音読の練習をされたことであろう！ 『礼＝他人を思いやる心＝人と共に

喜び、人と共に泣く』である！ ゲーテ（Johann Wolfgang von Goethe；1749-1832）を こよなく

尊敬したスイスの作家であるヨハンナ・シュピリ（Johanna Spyri;1827-1901）の『アルプスの少

女ハイジ』の 2017 年ラジオ NIKKEI での講演会が今回、鮮明に想い出された。(添付)  

 

筆者が、若い頃から感銘を受けのは内村鑑三、新渡戸稲造、南原繁(1889-1974)、矢内原忠雄

(1893-1961)の本である。『限りある人生を充実させるためには、良き師に出会う、良き友に出会

う、良き本に出会う＝人生邂逅の 3大法則』である。 

 

『読書会』の後、隣りのインド料理店ルチアで【春風のようなゴリラ & 大きな目もムツゴロウ & 聞

き上手な・セキセイインコ & のんきなカチガラス & とら；虎】らと夕食会の時を持つ。真摯に熱

意を持って継続的に活動されているスタッフには、ただただ感服する。 まさに、自分の『役割と

使命』の遂行である。 
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